
令和６年度 学校自己評価計画書 

石川県立七尾特別支援学校珠洲分校 

重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

１ 
授業実践力の向上 

(教科指導の充実) 

教員がＩＣＴ機器を活用

し、授業検討や模擬授業

、整理会などを通して実

践報告書としてまとめ、

授業実践力の向上につな

げる。 

教務課 

(研究) 

ＩＣＴ機器を効果的に活用した

授業づくりを模索する中で、教

員がＩＣＴ機器の使い方が分か

らない、授業での活用場面が分

からないなどが現状である。学

校としてのＩＣＴ活用力の底上

げと効果的な授業作りを学校全

体で研究していく必要がある。 

 

【成果指標】 

実践報告書を作成する中で、授業づ

くりの成果と課題を明らかにできた

かを「あてはまる」「ややあてはま

る」「あまりあてはまらない」「あ

てはまらない」の４段階で教員自身

が評価を行う。 

授業づくりの成果や課題を明

らかにできたことが「あては

まる」「ややあてはまる」と

答えた教員の割合が、 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

【達成目標Ｂ以上】 

中間評価でであれば取

り組み内容及び方法を

再検討する。 

９月、２月に

教員へアンケ

ートを行う。 

２ 
地域社会との連携 交流先と可能な範囲で交

流を行い、活動ごとに児

童生徒の様子について学

部だよりや連絡帳により

活動の目的や児童生徒の

変化の様子を保護者に随

時伝え、人との関わりに

ついての成長を目指す。 

全学部 昨年度は全学部で交流を行い、

児童生徒の成長や地域とのつな

がりを得ることができた。 

今年度も交流先となる保育園や

公共施設、企業等と実施に向け

た調整をしながら可能な範囲で

活動を行い、その活動を保護者

にも伝えることで、学校、家

庭、地域が協力して児童生徒の

成長につなげていく必要があ

る。 

 

【満足度指標】 

アンケート内容を事前に周知すると

ともに、年度末に活動の目的と児童

生徒の様子の変容について「とても

満足できる」「満足できる」「あま

り満足できない」「満足できない」

の４段階で評価を得るようにする。 

 

児童生徒の変容について「と

ても満足できる」「満足でき

る」と答えた保護者の割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

【達成目標Ｂ以上】 

年度末の評価でＣ以下

であれば、交流活動に

ついて保護者から意見

をもらい、来年度の改

善案の参考とする。 

２月に保護者

アンケートを

行う。 

３ 
安心・安全な学校

づくり 

年２回の避難訓練（火災

、地震・津波）以外に、

徐々にレベルを高くして

いく「分校版シェイクア

ウト」を実施し、児童生

徒の避難動作の向上を目

指す。 

生活支

援課（

生徒指

導） 

能登半島地震発生以降も余震が

続いているため、児童生徒一人

一人が「命を守る行動」を身に

つけたり、防災学習を通じて防

災への意識を高めたりすること

で、安心・安全な対応を教職員

と共に学んでいく必要がある。 

【成果指標】 

年２回の避難訓練と徐々にレベルを

高くしていく「分校版シェイクアウ

ト」を繰り返し実践することで、自

主的に避難動作がとれるようになっ

た児童生徒の割合で評価する。 

避難動作を自主的に行えるよ

うになった児童生徒の割合が 

Ａ：８０％以上である。 

Ｂ：７０％以上である。 

Ｃ：６０％以上である。 

Ｄ：６０％未満である。 

【達成目標Ｂ以上】 

中間評価でＣ以下の場

合は、活動計画を再検

討する。 

毎回、児童生

徒の様子を評

価していく。 


